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単語の分散表現を用いたおいしさを表す言葉の
日英対訳の抽出

進藤 綺乃1 吉野 孝2 宮部 真衣3

概要：近年，訪日外国人観光客の増加により，観光産業における多言語対応が必要とされている．飲食店に
おけるインバウンド対策として，店舗のWebサイトの多言語化や店内への多言語メニューの設置が推進さ

れている．しかし，多言語化されたメニューは，「とろとろ」や「サクサク」といった味を表現する言葉が

失われてしまう．これらの言葉は辞書などで検索しても複数の対訳から適切な語を選択する必要があった

り，また，適した対訳が辞書では得られない場合があったりする．そこで本研究では，食べ物のおいしさを

表す言葉（シズルワード）に着目し，シズルワードの多言語翻訳により訪日外国人への料理の味情報の提

供を目指す．本稿では，単語の分散表現を用いて対訳表現間の違いを考慮した日英対訳表現の抽出を行う．

Extraction of Japanese-English Translation
for Expressing Palatability Using Distributed Representation of Words

1. はじめに

日本政府観光局の調べによると，年間訪日外国人旅行者

数は 2011年以降増加傾向にあり，2018年には 3000万人

を突破した*1．また，政府は 2020年のオリンピック開催

に向けて，年間訪日外国人旅行者数の目標を 4000万人に

設定*2しており，今後も訪日外国人旅行者数は増えること

が予想される．これを受けて訪日外国人を対象とした観光

事業が多く進められている．訪日外国人を受け入れる対策

が必要な場面は，宿泊施設や交通機関，娯楽施設など多岐

にわたるが，本研究では特に飲食の場面に着目した支援に

ついて検討する．

観光庁が訪日外国人旅行者を対象に 2016年に行った「訪

日前に期待していたこと」のアンケートでは，「日本食を食

べること」(71.2%)が最も多い回答であった．このことよ
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り，日本食は外国人から注目を集めていることが分かる*3．

飲食店においては多言語メニューの設置が推進されてい

るが，多言語メニューでは日本語メニュー上で用いられる

「とろとろ」や「サクサク」といった，味を表現する言葉が

失われてしまう場合がある．これらの言葉が翻訳されない

原因として，日本語の食に関する言語表現の翻訳の難しさ

が挙げられる．Kameiら [1]によると，物事の印象を表す

言葉である擬態語は日本語以外の言語表現にはほとんどな

く，日本特有の表現であることが述べられている．また，

Inoseら [2]によると，日本の小説内に出現するオノマトペ

のうち，翻訳者によるオノマトペの翻訳省略率は 19.3%で

あった．このことから，日本では味を表現する際に擬態語

や擬音語が多く使われているが，一部の表現は翻訳が難し

く，本来のニュアンスを汲み取ることは難しい可能性があ

る．多言語化されたメニューには味に関する情報が含まれ

ないことにより，訪日外国人に対して提供される料理の情

報は，日本人が取得できる情報と比較して少ない．そこで

本研究では，訪日外国人に多言語化された料理の味の情報

を提供することで，日本滞在時の飲食店における料理の選

択肢を広げることを支援する．

本研究は，おいしさを表す「シズルワード」[3]に着目し，

味の想像を支援する．シズルワードとは，「サクサク」「か

*3 http://www.mlit.go.jp/common/001179486.pdf
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りかり」のような表現であり，広告やパッケージなどにお

いておいしさを表現する際に用いられている．外国人への

情報提供における翻訳手法として，辞書を用いた翻訳があ

る．しかし，シズルワードの多くは複数の対訳表現を持つ

ため，その中から適切な語を選択する必要がある．また，

レシピやメニュー説明文では日本語のシズルワードに近い

ニュアンスで使用することができるが，辞書には対訳とし

て掲載されていない表現が存在する．例えば “roasted”は

日本語のシズルワードである「香ばしい」と近いニュアン

スで使用できるが，「香ばしい」の辞書翻訳の結果としては

取得されない．このような辞書を用いた翻訳で取得できな

い対訳表現を，本研究では隠れた対訳表現と定義する．隠

れた対訳表現は，単純な辞書の利用では取得が難しく，他

の手法を検討する必要がある．

先行研究 [4]では，海外の飲食関連Webサイトを用いた，

シズルワードの対訳単語抽出手法を提案した．調査の結果，

辞書と併せて海外の飲食関連Webサイトを用いることで，

外国人への情報提供におけるシズルワードの翻訳をより効

果的に行うことができる可能性があることを示した．そこ

で本稿では，単語の分散表現を用いて，対訳表現間の違い

を考慮したシズルワードの対訳単語抽出を行う．これによ

り，複数の対訳表現から料理の味の表現に適切な語を選択

することを支援する．先行研究 [4]に基づいて，海外のレ

シピ投稿サイトと飲食店Webサイトのテキストデータを

用いて単語の分散表現を取得し，シズルワードの隠れた対

訳表現を抽出する．抽出された隠れた対訳表現と辞書によ

る英語対訳の 2つを併せて，シズルワードの英語対訳とす

る．複数の英語対訳があるシズルワードを対象に，対訳表

現間の違いについて調査する．

2. 関連研究

本章では，飲食店情報の提供に関する研究およびオノマ

トペの日英対訳に関する研究について述べる．

2.1 飲食店情報の提供に関する研究

Nobumotoら [5]は，翻訳の簡易化を考慮した，類推ベー

スのレストランメニュー記述を提案している．メニュー記

述は料理名と食材を加算および減算した式で構成されてお

り，日本料理を他国の似た料理とそれらとの違いで記述す

ることで，レストランメニューの新たな多言語表現を提案

している．この研究は料理の味に関する情報の提供は考慮

していない．本研究では，シズルワードを用いたおいしさ

情報を含むメニュー説明文を提供することにより，訪日外

国人旅行者の支援を行う．

Danoneら [6]は，ユーザがレストランのレビューをより

適切に評価するための，レストランの違いを視覚化するた

めのフレームワークを提案している．レストラン間の違い

を，レビューサイトから取得したレビューに CRF法を適

用することによってモデル化している．また，提案された

手法を用いてレビューシステムを構築し，棒グラフ，スパ

イダーグラフ，および表の 3つの視覚化方法を比較してい

る．Katoら [7]は，レビューから食品の未知および既知の

オノマトペを抽出し，これらのオノマトペを用いてレスト

ランを検索するシステムを Firefoxアドオンとして実装し

ている．利用者によるシステム評価の結果，特定のカテゴ

リ内で出現回数が 600を超えるオノマトペが，各食品のカ

テゴリ内で利用されるオノマトペとして妥当であることが

わかった．これらの研究はいずれも，訪日外国人に対する

考慮はされていない．本研究では，訪日外国人に多言語化

された料理の味の情報を提供することで，日本滞在時の飲

食店における料理の選択肢を広げることを支援する．

2.2 オノマトペの日英対訳

共著者の一人の宮部ら [8]は，辞書を用いたシズルワー

ドの日英対訳の比較調査を行った．おいしさ表現としての

妥当性の評価と，シズルワードの対訳としての妥当性の評

価を，3名の翻訳者により評価した．その結果，ほとんど

のシズルワードについては，辞書を用いて対訳表現を取得

可能であることが分かった．しかし，複数の対訳表現が取

得されるシズルワードについては，おいしさに関する表現

でないものや，そのシズルワードの意図を表せない対訳が

含まれる場合があるため，シズルワードとして用いる際に

は取捨選択をしなければ，ニュアンスが伝わらない可能性

があることがわかった．本研究では，単語の分散表現を用

いて，複数の英語対訳があるシズルワードを対象に，対訳

表現間の違いを調査する．

Inoseら [2]は，日本語の小説中に現れるオノマトペと擬

態語を英語とスペイン語に翻訳する 9つの方法を検証し，

それぞれの翻訳方法の特徴について調査している．検証の

結果，多くのオノマトペと擬態語は形容詞および副詞，動

詞によって翻訳されることがわかった．また，対象の文章

中にあるオノマトペと擬態語のうち，19.3%は英語または

スペイン語で適切な対訳が見つからず，翻訳が省略されて

いることがわかった．本研究ではこれらの知見を用いて，

対訳表現となる単語を形容詞および副詞，動詞に限定する．

また，辞書を用いない翻訳手法に，Mikolovら [9]が提

案する Translation Matrixに基づく手法がある．これは，

Word2Vecの学習方法の特徴を利用した翻訳手法である．

Word2Vecは前後の単語関係によって学習を行うため，文

構造が似ている言語間の単語ベクトル空間では単語間の関

係が類似する．そのため，英語とスペイン語のような文構

造の似通った言語は，単語ベクトルの配置位置によって単

語の翻訳を行うことができる．しかし，英語と日本語のよ

うな文構造が異なる言語では，この手法は用いることがで

きない．
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3. シズルワードの対訳単語抽出

本研究では，訪日外国人旅行者支援の一つとして，レス

トランのメニュー説明文などに含まれるおいしさ情報を多

言語化することで，料理の味情報の提供を図る．本稿では，

複数の対訳表現から料理の味の表現に適した語を選択する

ことを目的として，単語の分散表現を用いた，複数の対訳

表現間の違いを考慮したシズルワードの対訳単語抽出を行

う．観光庁が発行している，観光立国実現に向けた多言語

対応の改善・強化のためのガイドライン*4においては，多

言語対応として，英語併記を行うことが基本とされており，

訪日外国人旅行者の支援においても英語の対応優先度が高

いと考えられる．そこで今回は，英語を翻訳対象とし，シ

ズルワードの対訳単語抽出を試みる．

本章では，提案手法の概要について説明した後，翻訳対

象とするシズルワードおよび提案手法で用いる学習デー

タ，隠れた対訳表現の取得について述べ，複数の対訳表現

間の違いの調査について述べる．

3.1 提案手法

本稿では先行研究 [4]に基づいて，Word2Vec[10]により

単語の分散表現を取得し，単語間の類似度によって隠れた

対訳表現を取得する．Word2VecはMikolovら [10]により

提案された，2層のニューラルネットワークを用いて，前

後の文脈単語の情報から単語のベクトル表現を学習するモ

デルである．Word2Vecにより獲得された分散表現により，

特定の単語ベクトルと意味が類似している単語ベクトルの

抽出や，ベクトル同士の意味の足し引きが可能となる．取

得された隠れた対訳表現と辞書による英語対訳の 2つを併

せて，シズルワードの英語対訳とする．複数の英語対訳が

あるシズルワードを対象に，対訳表現と類似度の高い食材

や調理法および味や見た目に関する単語を，対訳表現の特

徴語として抽出する．抽出された特徴語から，その対訳表

現に適した料理特徴を決定し，複数対訳間で料理特徴の比

較を行う．

3.2 翻訳対象シズルワード

翻訳対象とするシズルワードを表 1に示す．大橋ら [3]

は，シズルワードをおいしさの感じ方によって「味覚系」

「食感系」「情報系」の 3分野に分類している．先行研究 [11]

として行った，料理を表現するシズルワードの自動抽出に

おいては「おいしさを感じる言葉」[3]に掲載されている領

域別シズルワードランキングを参考に，領域別シズルワー

ドランキングの上位 30語，計 90語のシズルワードを対象

として用いた．本稿では，これら 90語のシズルワードの

うち，辞書による翻訳が難しいとされるオノマトペと擬態

*4 http://www.mlit.go.jp/common/001029742.pdf

表 1 翻訳対象のシズルワード

Table 1 Sizzle words for translation.

領域 シズルワード

食感系 ジューシー，もちもち，もっちり，とろける，

さくさく，ほくほく，とろーり，しゃきしゃき，

コシのある，口溶け，サクッと，ふっくら，ふ

わふわ，ふんわり，カリっと，なめらか，とろ

とろ，あつあつ，ふわっと，ぱりっと，さっく

り，ほかほか，とろっと，しゃきっと，しっと

り，舌ざわり，かりかり，からっと

味覚系 うまみ，コクがある，香ばしい，風味豊か，く

せになる，やみつき，濃厚，味わい深い，深み

のある，まろやか，スパイシー，飽きのこない，

クリーミー，こんがり，後味がよい，あっさり，

後味すっきり，ピリ辛，スイート，さっぱり，マ

イルド，脂の乗った，リッチ，芳醇，デリシャ

ス，さわやか，甘い，すっきり

語を多く含む領域である「味覚系」「食感系」のシズルワー

ド，計 59語*5を対象とする．これらの領域のシズルワード

を，Weblio英和・和英辞典*6と goo辞典*7の 2つの辞書を

用いて英語に翻訳した結果，対訳表現が得られた 56語の

シズルワードを翻訳対象のシズルワードとして利用する．

複数の辞書を用いた理由は，辞書の種類によって対訳表現

が違うことがあるため，複数の辞書を用いた方がより多く

の対訳表現を取得できると考えたからである．

3.3 学習データ

学習データには，ユーザ数が世界で一番多い，アメリカ

のレシピ投稿サイトである Allrecipes*8のレシピページ内

のテキストと，世界展開されている飲食店チェーンがま

とめられている，Wikipediaの “List of restaurant chains”

ページ*9にある飲食店Webサイトのメニューページ内テ

キストを用いた．レシピは，Allrecipes の 90 個のカテゴ

リ内をそれぞれ検索し，検索結果の 1ページ目に現れたレ

シピ，計 5,838件を用いた．Webサイトは，Wikipediaの

“List of restaurant chains”ページにある 85店舗の飲食店

Webサイトを用いた．レシピページのテキストデータには

レシピタイトル，レシピの概要，材料，作り方，レシピに

対するコメントが含まれる．飲食店Webサイトのテキス

トデータにはメニュー名，メニュー説明文，価格，レスト

ランやメニューに対するレビューが含まれる．これらのテ

*5 領域別シズルワードランキングの上位 30 語から，分析を行うに
あたって有用ではなかった，味覚系の「美味」を除いたため，「味
覚系」のシズルワードは 29 語である．

*6 https://ejje.weblio.jp/
*7 https://dictionary.goo.ne.jp/en/
*8 https://www.allrecipes.com/
*9 https://en.wikipedia.org/wiki/Listofrestaurantchains
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キストデータから，Word2Vecモデルの精度低下につなが

ると考えられる前置詞，基数，限定詞，法助動詞，固有名

詞，代名詞を排除したものを学習データとする．この学習

データを用いて CBOWモデルによるWord2Vecモデルを

作成する．次元数やウィンドウサイズの異なる複数のモデ

ルを作成し，シズルワードの英語対訳と類似度の高い単語

をそれぞれのモデルで比較した．その結果，隠れた対訳表

現取得の対象である，形容詞および副詞，動詞が一番多く

出現するモデルを使用した．使用したモデルの次元は 200,

ウィンドウサイズは 7，反復回数は 10に設定されている．

3.4 隠れた対訳表現の取得

図 1に隠れた対訳表現取得のフローチャートを示す．ま

ず，辞書でシズルワードの英語対訳を得る (図 1-(1))．次

に，英語対訳をクエリとして Allrecipesのサイト内検索を

行い (図 1-(2))，検索結果が 0件の時は隠れた対訳表現取

得の対象外とし (図 1-(3))，検索結果が 1件以上のものを

おいしさの表現と判断し，隠れた対訳表現取得の対象とす

る (図 1-(4))．日本語のシズルワード 56語に対する英語対

訳のうち，おいしさの表現であると判断されたものは延べ

数として 110語，異なり数として 66語である．次に，学習

データを用いてWord2Vecのモデルを作成し，(4)で得ら

れたおいしさの表現と類似度の高い上位 10件の単語を取

得する (図 1-(5))．取得された単語のうち，形容詞および

副詞，動詞をシズルワードの英語対訳の類似表現として抽

出する (図 1-(6))．抽出した類似表現について，それがシ

ズルワードの対義語であるかどうかを，著者が辞書で確認

する (図 1-(7))．対義語であるかの確認を行う理由は，同

じ文脈で使われる単語を類似度の高い単語として出力する

というWord2Vecの特性上，抽出した類似表現に対義語が

含まれる可能性があるためである．シズルワードの対義語

でない類似表現について，シズルワードの英語対訳として

の妥当性の検証を行い，妥当であると判断されたものを隠

れた対訳表現として取得する (図 1-(8))．妥当性の検証に

ついては先行研究 [4]と同様に，シズルワードをクエリと

した国内レシピサイトの検索結果のレシピ特徴と，シズル

ワードの類似表現をクエリとした海外レシピサイトの検索

結果のレシピ特徴との比較により行う．

3.5 複数の対訳表現間の違いの調査

複数の英語対訳があるシズルワードを対象に，対訳表現

間の違いについて調査する．

取得された隠れた対訳表現と辞書による英語対訳の 2つ

を併せて，シズルワードの英語対訳とする．複数の英語対

訳があるシズルワードは 42語である．これらのシズルワー

ドを対象に，英語対訳と類似度の高い上位 10件の単語か

ら特徴語を抽出する．特徴語は，著者が英和辞書から得ら

れた，単語の日本語訳をもとに決定した．抽出された特徴

辞書でシズルワードの

英語対訳を取得

英語対訳をクエリとして

Allrecipes のサイト内を検索
隠れた対訳表現取得の

対象外とする

おいしさの表現とする

単語の品詞を確認

検索結果が

0件

検索結果が 1件以上

形容詞または副詞，動詞

形容詞または

副詞，動詞以外

類似度の高い

上位 10 件の単語を取得

隠れた対訳表現取得の

対象外とする

シズルワードの

英語対訳の類似表現とする

(1)

(2) (3)

(4)

(5)

(6)

妥当性の検証

対訳表現として

妥当でない

対訳表現として妥当である

隠れた対訳表現とする

隠れた対訳表現取得の

対象外とする

(8)

隠れた対訳表現取得の

対象外とする

シズルワードの

対義語であるかを確認

対義語である

対義語でない

(7)

図 1 隠れた対訳表現取得のフローチャート

Fig. 1 Flow chart of hidden translations extraction.

語は「食材および料理」「調理法」「味および見た目」の 3

種類に分類される．「食材および料理」に分類される特徴

語の例として，“spice”,“brownie”，「調理法」に分類される

特徴語の例として，“mix”,“bake”，「味および見た目」に分

類される特徴語の例として，“fruity”,“fluffy”などが抽出さ

れた．英語対訳から抽出された特徴語から，その対訳表現

に適した料理特徴を決定する．料理特徴を複数対訳間で比

較することにより，対訳表現間の違いについて調査する．

4. 対訳抽出結果と考察

3.4節で述べたとおり，日本語のシズルワード 56語に対

するおいしさの表現は延べ数として 110語，異なり数とし
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て 66語である．Word2Vecを用いてこれらの単語と類似

度の高い上位 10件の単語を取得し，シズルワードの隠れ

た対訳表現を取得した．複数の英語対訳があるシズルワー

ドを対象に，英語対訳と類似度の高い上位 10件の単語か

ら特徴語を抽出し，対訳表現間の違いについて調査した．

本章では，取得された隠れた対訳表現および複数の対訳

表現間の違いの調査結果を提示し，提案手法によるシズル

ワードの対訳単語抽出の可能性について議論する．

4.1 取得された隠れた対訳表現

3.4節で述べた手法を用いて，シズルワードの英語対訳

110語について，隠れた対訳表現を取得した．その結果，

隠れた対訳表現は延べ数として 61語，異なり数として 36

語が取得された．日本語のシズルワード 56語に対して，隠

れた対訳表現が取得されたシズルワードは 35語 (62.5%)

あった．また，1つのシズルワードにつき取得された隠れ

た対訳表現の数は，平均は 1.79語，最大値は 6語，最小値

は 0語，標準偏差は 1.05語であった．

表 2に，取得された隠れた対訳表現とそのシズルワード

とその英語対訳の一部を示す．シズルワード「さわやか」

の英語対訳 “refresh”からは，隠れた対訳表現 “fruity”が

取得された．複数の英語対訳をもつシズルワード「もっち

り」からは，英語対訳 “puffy”,“sticky”それぞれについて，

隠れた対訳表現 “puff”,“knead”が取得された．また，シズ

ルワード「濃厚」の英語対訳 “dense”からは，2つの隠れ

た対訳表現 “decadent”,“fudgy”が取得された．このよう

に，1つの英語対訳から隠れた対訳表現を複数取得できて

いるものもあった．しかし，シズルワード「香ばしい」の英

語対訳 “spicy”からは，隠れた対訳表現 “savory”,“smoky”

が取得されたが，そのうちの 1つである “savory”は，「香

ばしい」の英語対訳としてすでに出現している．このよう

に，複数の英語対訳があるシズルワードには，そのシズル

ワードの別の英語対訳が，隠れた対訳表現として相互に出

現しているものがあった．本研究では，隠れた対訳表現を

辞書による翻訳で取得できない対訳表現であると定義して

いる．そのため，取得された隠れた対訳表現がそのシズル

ワードの別の英語対訳である場合は，隠れた対訳表現とし

ては不適切である．このような表現は，取得された対訳表

現 61語のうち 7語あった．すなわち，取得された対訳表

現のうち，隠れた対訳表現の定義に当てはまるものは 54

語である．

提案手法を用いることで，辞書により取得されたシズル

ワードの英訳表現 110語に加えて，54語の隠れた対訳表現

を取得することができた．このことから，辞書と併せて単

語の分散表現を用いることで，外国人への情報提供のため

のシズルワードの翻訳を，辞書のみを用いた翻訳よりも効

果的に行うことができる可能性がある．

表 2 取得された隠れた対訳表現の一部

Table 2 Part of extracted hidden translations.

シズルワード 英語対訳 隠れた対訳表現

さわやか refresh fruity

ほくほく steam hot warm

あつあつ fresh cook simmer

もっちり
puffy puff

sticky knead

ふわふわ
fluffy light

softly super-moist

濃厚
dense

decadent

fudgy

rich creamy

香ばしい
spicy

savory

smoky

savory smoky

かりかり
crisp

crunchy

crispy

crunchy crispy

4.2 シズルワードにおける複数の対訳表現の比較

4.1節で取得された隠れた対訳表現と辞書による英語対

訳の 2つを併せて，シズルワードの英語対訳とする．複数

の英語対訳があるシズルワード 42語を対象に，3.5節で述

べた手法を用いて対訳表現間の違いについて調査を行った．

対象のシズルワードの英語対訳は延べ数として 147語，異

なり数として 79語である．重複を除いた英語対訳 79語に

対して，特徴語を抽出できた英語対訳は 72語 (約 91.1%)

あった．

英語対訳から抽出された特徴語の一部を表 3 に示す．

表 3より，“taste”の特徴語として “cayenne”, “jalapeño”,

“sambal”といった，唐辛子や辛味調味料が出現している

ことから，“taste”は唐辛子を使った料理や辛い料理の表

現に適していると考えられる．また，“juicy”の特徴語と

して “rib”, “thigh”といった，肉の部位を表す単語が出現

しており，“fall-off-the-bone”という肉の柔らかさを表現

する単語が出現していることから，“juicy”は柔らかい肉

料理の表現に適していると考えられる．しかし，“warm”

からは調理法の特徴語を 2つ抽出することができたが，そ

のうちの 1つの “cool”は対義語であるため特徴語として

*10 “jalapeño” はスペイン語表記．英語表記は “jalapeno”
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表 3 抽出された特徴語の一部

Table 3 Part of extracted Feature words.

英語対訳 食材および料理 調理法 味および見た目

taste

cayenne

jalapeño*10

sambal

dash 抽出結果なし

juicy
rib

thigh

抽出結果なし

succulent

flavorful

fall-off-the-bone

warm 抽出結果なし
cold

soak

抽出結果なし

fresh bake

cheese

garnish

panko

garlic

mozzarella

sprinkle

fold

smoke

shred

抽出結果なし

は不適切である．このように，特徴語が 2つ以下の英語対

訳は対義語の出現や特徴語の不足により，料理特徴を確認

することができなかった．このような特徴語の少ない対訳

表現は 13語あった．また，“fresh bake”からは食材および

料理の特徴語を 5つ，調理法の特徴語を 4つ抽出すること

ができたが，食材と調理法のいずれの特徴語においても共

通点がなく，料理特徴を定めることができなかった．しか

し，様々な種類の食材や調理法が特徴語として出現してい

ることから，特定の料理に依存せず幅広い料理を表現でき

ると考えられる．このような汎用性のある対訳表現は 5語

あった．

表 4に，対訳表現間の違いを確認できたシズルワードと

表現に適した料理特徴の一部を示す．英語対訳の料理特徴

を比較することで，複数の対訳表現間の違いを確認できた

シズルワードは 30語 (約 71.4%)あった．シズルワード「ほ

くほく」の英語対訳 “steam hot”はご飯や麺，じゃがいも

など，穀物を使った料理の表現に適していると考えられる．

これは，特徴語として “rice”,“noodle”,“potato”といった，

穀物に関連する単語が出現していたためである．これに対

して，「ほくほく」の別の英語対訳 “fragrant”は特徴語に共

通点がないため，特定の料理に依存せず幅広い料理を表現

できると考えられる．また，シズルワード「ふわふわ」の

英語対訳 “fluffy”,“light”はどちらもケーキなどのお菓子の

表現に適していると考えられる．これは，2つの英語対訳

に共通して “pancake”,“yolk”,“foamy”,“frothy”といった，

ケーキ作りに関連する単語が特徴語として出現していたた

めである．また，互いが類似度の 1番高い単語として出現

していたことから，“fluffy”と “light”は表現の違いが少な

く，どちらも同じような料理を表現できると考えられる．

また，シズルワード「濃厚」の英語対訳は 6つ存在するが，

すべての対訳において表現に適した料理特徴に微妙な違い

がある．そのため，「濃厚」を表現する際には対象の料理と

近い特徴を持つ対訳表現を用いることで，料理の味をより

適切に表現できると考えられる．

提案手法を用いることで，複数の対訳表現があるシズル

ワードの約 7割で，対訳表現間の違いを確認することがで

きた．「食材および料理」「調理法」「味および見た目」の

3つの特徴語をシズルワードの英語対訳から抽出すること

で，それぞれの対訳表現に適した料理の特徴を，食材や調

理法の違いから確認することができた．これによって，い

くつかの特徴をもつ料理の表現に適した対訳表現と，幅広

い料理を表現できる汎用性のある対訳表現を明確化するこ

とができた．

4.3 対訳表現の比較ができないシズルワード

複数の英語対訳があるシズルワード 42語に対して，対

訳表現間の違いを確認できなかったシズルワードは 12語

(約 28.6%)あった．

表 5 に，対訳表現間の違いを確認できなかったシズル

ワードと表現に適した料理特徴の一部を示す．シズルワー
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表 4 対訳表現間の違いを確認できたシズルワードと表現に適した料理特徴の一部

Table 4 Part of sizzle words that can confirm difference of translation and dish char-

acteristics suitable for expression.

シズルワード 英語対訳 料理特徴

ほくほく
steam hot ご飯や麺，じゃがいもなど，穀物を使った料理

fragrant 特定の料理に依存しない，幅広い料理

ピリ辛
spicy hot 唐辛子やニンニクが利いた料理

fresh bake 特定の料理に依存しない，幅広い料理

あつあつ

fresh cook 野菜を使った料理や，煮込み料理

simmer 茹で料理

very hot 肉料理や揚げ物

もっちり

puff マフィンやパンケーキなどのお菓子

sticky パン類

knead パン類

ふわふわ

fluffy ケーキなどのお菓子

light ケーキなどのお菓子

softly 水分を多く含んだ料理や，パン類

super-moist 水分を多く含んだ料理

濃厚

thick 味の濃い料理

dense ケーキや，クリームを含んだお菓子

decadent チョコレートやクリームを含んだお菓子

fudgy お菓子類，特にファッジ

creamy クリームやチーズを使った料理

rich きめが細かく，なめらかな味わいの料理

かりかり

crunchy バターをチーズ含んだ，歯ごたえのある料理

crispy 歯ごたえのある焼き料理

crisp 歯ごたえのある焼き料理

crunch 硬くて歯ごたえのある料理

ド「すっきり」の英語対訳 “refresh”,“fruity”はどちらも果

実風味の飲み物の表現に適していると考えられる．これは，

2つの英語対訳に共通して “lemonade”,“beverage”といっ

た，飲み物や果実に関連する単語が特徴語として出現して

いたためである．また，互いが類似度の 1番高い単語とし

て出現していたことから，これら 2つの英語対訳は表現の

違いが少ないと考えられる．このような，すべての英語対

訳が共通の料理特徴を持つシズルワードは，対訳表現間の

違いを確認することができなかった．また，シズルワード

「とろっと」の英語対訳 “thick”は味の濃い料理の表現に適

しているという特徴を持つが，“mushy”は特徴語の不足に

より，料理特徴を確認することができなかった．このよう

に，料理特徴を持つ英語対訳が 1つのみであったり，すべ

ての英語対訳で特徴語が不足していたりすると，料理特徴

の比較が行えないため，対訳表現間の違いを確認すること

ができなかった．

料理特徴が同じである英語対訳は表現の違いが少なく，

シズルワードの対訳表現として同様のニュアンスを持つ可
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表 5 対訳表現間の違いを確認できなかったシズルワードと表現に

適した料理特徴の一部

Table 5 Part of sizzle words that cannot confirm difference

of translation and dish characteristics suitable for ex-

pression.

シズルワード 英語対訳 料理特徴

すっきり
refresh 果実風味の飲み物

fruity 果実風味の飲み物

とろっと
thick 味の濃い料理

mushy 特徴語不足

能性がある．しかし，対訳表現間の違いを，料理特徴の比

較のみで確認できない場合も考えられるため，今後さらに

検証する必要がある．また，料理特徴を確認できなかった

英語対訳から特徴語を抽出するために，学習データの改善

を行うことも今後の課題である．

5. おわりに

本研究では，おいしさの表現である「シズルワード」を

もとに，レストランのメニュー説明文などに含まれるおい

しさ情報を多言語化することで，日本滞在時の飲食店にお

ける料理の選択肢を広げることを支援する．

しかし，辞書を用いた翻訳では，複数の対訳から適切な

語を選択する必要があったり，辞書からは取得できない対

訳表現 (隠れた対訳表現)が存在したりする．隠れた対訳表

現は，辞書からの取得が難しく，他の手法を検討する必要

がある．

そこで本稿では，複数の対訳表現から料理の味の表現に

適した語を選択することを目的として，単語の分散表現を

用いた，複数の対訳表現間の違いを考慮したシズルワード

の対訳単語抽出を行った．海外の飲食関連Webサイトの

テキストデータを用いて単語の分散表現を取得し，シズル

ワードの隠れた対訳表現を取得する．また，複数の英語対

訳があるシズルワードを対象に，その対訳表現に適した料

理特徴を決定した．料理特徴を複数対訳間で比較すること

によって，対訳表現間の違いについて調査を行った．調査

の結果，以下の 2点を明らかにした．

(1) 単語の分散表現を用いることで，食感系および味覚系

領域に属するシズルワードにおける，辞書からは得ら

れない対訳表現を取得できる．

(2) 「食材および料理」「調理法」「味および見た目」の 3

つの特徴語をシズルワードの英語対訳から抽出するこ

とで，それぞれの対訳表現に適した料理の特徴を，食

材や調理法の違いから確認することができる．

今後は，料理特徴を確認できなかった英語対訳から特徴

語を抽出するために，学習データの改善を行う．また，今

回取得されたシズルワードの隠れた対訳表現と，複数の対

訳表現間の違いを用いて，料理の味をシズルワードの英語

対訳と食材で表現する．

謝辞 本研究の一部は，JSPS科研費 18K11555の助成

による．
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